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実績報告書（創成特定研究事業） 

 

大学院医学研究院教授 福 原 崇 介  

 

■プロジェクト研究構想名： 

 パンデミック制御に資する先制医療基盤の開発                       

 

１．研究成果 

本事業をきっかけにして開始した共同研究にて、豊嶋(医学研究院)より提供があった唾液

検体を用いて、唾液検体から直接ウイルスゲノムを増幅して、組替え SARS-CoV-2を作製する

Direct CPER法を開発した(Yamamoto et al J Clin Microbiol. 2024)。さらに、GFPを搭載

した SARS-CoV-2を作製し、薬剤や血清のウイルス中和能を迅速に評価する新規モデルを構築

して、論文に発表した（Suzuki et al. J Virol Method. 2024）。加えて、以前より継続して

いる変異株の解析として、BA.2.86株に関しては Cell Host Microbeに発表を行った。 

COVID-19サイトカインストームモデルと主要変異ウイルスを用いてサイトカインストーム

や血栓症を誘導する免疫暴走の予防・制御因子、診断マーカー候補を探索中であり、特に腸

管におけるサイトカインストーム発症機序解明を目指して研究を進める予定である(久保田

(遺伝子病制御研究所)、福原(医学研究院))。また、本プロジェクトで共同研究を開始した遺

伝子病制御研究所の久保田と工学研究院の真栄城は、共同研究を通じて新たな着想を得るこ

とで、「In vitro 再構成エクソソームによる微小炎症制御手法の開発」を継続中である。現

段階では論文化や特許として結実していないが、今後も共同研究を継続することで社会に還

元していく予定である。 

真栄城は昨年度までに確立したアプタマーをトレーサーとした蛍光偏光免疫測定法

（Fluorescence polarization immunoassay：FPIA）によって、SARS-CoV-2の検出に取り組ん

だ。アプタマーライブラリーを構築し、リコンビナントのスパイクタンパク質によるスクリ

ーニングを行った。その結果、数種類のアプタマーで大きな偏光度変化が確認され、ウイル

ス検出への応用可能性を見出した。そこで、選抜したアプタマーを用いて、様々な SARS-CoV-

2 の変異株の測定のための条件最適化に取り組んでおり、将来的には新興感染症の超早期検

出法に展開する予定である。 

 

２．若手研究者のプロジェクトへの関与の状況、若手研究者育成への効果及び参

画によるプロジェクトへの効果 

特になし 

 

３．業績（延長支援開始以降） 

（１） 研究構想に記載した論文等に係る目標値の達成状況 

半年間で原著論文として５編を発表し、eBioMedicine や J Clin Microbiolといった

一流雑誌にも採択されていることから、目標値通りの成果が得られたと考えられる。 
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（２）特許申請・取得状況 
特になし 

 

（３）外部資金獲得状況 
特になし 

 

（４）その他特筆すべき業績 
特になし 

 



・GFPを搭載し、様々なSを持つ組替えウイルスの作製
・Akalucを搭載した組替えウイルスを用いたin vivo imaging確立
・SARS-CoV-2の変異株の性状解析実施

パンデミック制御に資する先制医療基盤の開発: これまでの開発成果 

デバイス 非競合蛍光偏光免疫測定

マイクロ流体デバイスによる細胞外小胞の検出

ストレス

IL-6アンプ SARS-CoV-2

サイトカインストームモデルの開発
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